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日立市立中里中学校

Ⅰ 実践

１ 人権教育の目標

(1) 人間尊重を基盤として，不合理な差別をなくそうとする態度を育てる。

(2) 正しい見方や考え方，強い意志，豊かな心情をもった生徒を育て，励まし合い,

助け合う人間関係を培う。

２ 本校人権教育の努力点

(1) 各教科の指導を通して，豊かな情操や科学的・合理的な見方・考え方を育て，

差別や偏見をもたない生徒の育成に努める。

(2) 道徳や特別活動を通して，思いやりの心や認め励まし合う豊かな人間関係を培

い，人権尊重の精神を養う。

(3) 啓発活動を推進し，人権尊重教育への理解を深める。

３ 実践内容

(１) こころ豊かな体験学習

１年生は，総合的な学習の時間の一環として，「ここ

ろ豊かな体験学習」の際にも，福祉体験学習を取り入れ

ている。今年度も日立市の知的障害者更生施設「ひまわ

り学園」を訪問した。

ひまわり学園では，体育の時間に参加させてもらい，

レクをして交流を深めた。

（２）人権に関する授業の実践

＜社会科から＞ ～3 学年「公民」の授業から

人権の学習の

導入として，身

近な題材から人

権を考えさせる

ことが目標であ

る。12 のカード

に書かれた「ち

がい」について，

まずは一人一人

あっていいちが

いか悪いちがい

かを考えさせ，

クラス全体で発

表しあい，さま

ざまな考え方に

触れさせ，討論

した。



- 78 -

（３ ）ピ ア サポ ート 研 修会

相 談 員 の 先生 を 講 師 とし て ， 好 まし い

人 間 関 係 作 り を 目 標 と し て エ ク サ サ イ ズ

を行 った 。友達 相互 に よる 相談 活 動の ため

の基 本的 な スキ ルの 研 修で ある 。普段 の何

気 ない

場 面を

想 定し

て ，友

達 関係

を 円滑

に する

た めの

エ クサ

サ イズ

であ る。

（４ ）小 中 合同 オリ エ ンテ ーリ ン グの 実施

中 里小 中 合同 の 行事 と し て， 午 前中 の 4

時間 を利 用 して ，隔年 で 実施 して い る 。中

里小 中学 校 の交 流を 深 め，下の 学 年は 上の

学年 を慕 い ，上 の学 年 は下 の学 年 の面 倒を

見 る と い う ご く 当 た り 前 の 感 情 を 育 て て

いく こと を 目標 にし て いる 。

４ 成果

道徳の授業を通しては，「人権」について生

徒一人一人が考えることができた。

行事においては，他学年との協力や役割分担の必要性など，実体験のなかで感じる

ことができ，それがいい伝統として残していくことができている。地域と密着した活

動により，世代の違う相手に対して自然に思いやりの気持ちを持って接することがで

きた。

毎日の学校生活のなかでは，お互いを認め合う機会を多く持つことができた。この

ことにより，自分と違う他者を理解し一人一人を大切にする心が育った。

Ⅱ 今後の課題

教科においても社会科では「人権」というものを考える場面において多様な考え方

がふくらむよう配慮した。他教科においても，もっと人権教育を取り入れていきたい。

小規模校ということで，限られた人間関係の中で生活している生徒たちに，さまざま

な状況での問題を提起し，自分だったらと考えさせる機会を設け，より豊かな人間関

係を築けるように手助けしていきたい。心の成長は，一朝一夕では目に見えてこない

ので，長い目で見守りつつ計画的・継続的に道徳の時間などを使って指導を続けてい

きたい。


